
沖縄の旧盆に先祖供養の念仏踊りとして始まった「エイサー」

歌三線にのせて力強く太鼓を叩く勇壮なエイサーは、戦前・戦後の沖縄や

故郷を離れ愛知に移り住んだ沖縄人の心を奮い立たせてきました。

そして現在では沖縄だけでなく全国各地で披露され、人々に愛されています。

会場：豊田スタジアム東イベント広場 〒471-0016 豊田市千石町7-2

お問い合わせ：豊田沖縄ふれあいエイサーまつり実行委員会

お問合せ：小林 090-1747-9666 toyotaeisa1978@gmail.com

大工哲弘with苗子

豊田エイサー

戦後80年という大きな節目の年。私たちは大好きなエイサーを何の心配もなく、ひたすら楽しんで踊っていますが、

80年前には多くの方々が戦の犠牲となり、輝かしい青春時代を迎えられない若者が多く居ました。

沖縄では悲惨な地上戦、ここ愛知でも、豊川市や名古屋での大空襲を経験しています。

私たちがその事実を知らずに日々、淡々と過ごすことにより、80年前と同じ様な世界観が漂い始めています。

今回、沖縄県名古屋情報センターのご協力のもとに沖縄県公文書館、沖縄県平和祈念資料館に足を運び

両館のご指導のもと沖縄戦について学び、豊田スタジアムのエイサーまつり会場で戦の悲劇を

「戦世から80年 伝いん 想てぃ」(いくさゆから80年 ちたいん うむてぃ)をテーマに企画しました。

沖縄戦の写真の子どもたちを自身の身近な子どもたちと重ねると平和の大切さを痛感します。

いつまでも平和の時間が繋がりますように⋯想てぃ くぃみそーれ（想ってください）。

「戦世から80年 伝いん 想てぃ」いくさゆ ちた うむ

３９スタッフ大募集！イス・テントの

持ち込みは可能ですが

「イスＯＫエリア」での

ご利用をお願いします。

※ご来場のみなさまへお願い

1948年、沖縄県八重山郡石垣市字新川に生まれる。

1968年、本格的に八重山民謡を山里勇吉に師事。

1999年、沖縄県無形文化財（八重山古典民謡）保持者に指定される。

2022年、NHK連続テレビ小説「ちむどんどん」出演

八重山民謡の第一人者として八重山地方に伝承される多彩な

島の歌を歌い伝えています。

エイサーまつりを一緒に作っていく

ボランティアスタッフを大募集しております！

お気軽に下記ＳＮＳにお問い合わせください。

うちなんちゅ
沖縄県

シンボルマーク

♪スペシャルゲストＬＩＶＥ♪

戦後80周年平和祈念

〈平和祈念資料館で話を伺う〉


